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健診・検診領域の事業開始と子会社設立に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 30 年９月 25 日開催の取締役会において、以下の通り、子会社の設立を決議いたしましたの

で、お知らせいたします。また、子会社の設立に伴い、健診・検診領域の事業を平成 30 年 10 月中旬より開

始することとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

 

 

１．健診・検診領域の事業開始と子会社設立の目的 

当社グループは創業より、「医療ビッグデータの活用を推進し、患者メリットの創出に貢献する」を理

念に事業を進めております。この度設立する子会社であるMDVチェックアップ株式会社（以下、MDVCU）

は、健診・検診センター向けに開発・提供する情報システム「けんしん BOX」を介し、生活者の健診・

検診に関するデータ集積を目的とするものです。 

当社グループは従前より、主には病院から集積した診療データベースを利活用してまいりましたが、

これにより、疾病領域だけでなく、未病領域の情報を集積することが可能となります。疾病領域と未病

領域の情報を複合的に集積することで、より多様な医療ビッグデータの利活用が期待できます。 

 

 

２．健診・検診領域の事業について 

当事業ではまず、MDVCU が健診・検診に関するデータを受診者の同意を得て集積します。それらの

結果データは、自身の受診履歴を管理・閲覧できる WEB サービス「カルテコ」上で受診者が閲覧でき

るほか、当社グループが生活者メリット創出を目的とした各種分析サービスに活用します。健診・検診

データを利活用することで、病気の早期発見・早期治療を目的とした医療機関での受診・治療を促し、

増大する医療費の適正化に貢献します。 

 

分析サービスの第一弾として、「けんしん BOX」を導入した健診・検診センターで受診した生活者が、

その結果に関するオピニオンを専門医から得られる WEB サービス「SCAPO（スキャポ）」の提供を、

2018年 10月中旬より開始します。「SCAPO」は、当社グループの子会社で、医師をネットワークする株

式会社 Doctorbook が提供するサービスです。 

受診者は、「カルテコ」上で管理している健診・健診の結果データや検査画像などを「SCAPO」上で

専門医に共有することで、受診者が最初に受けた診察の内容に関する解説や、希望があれば検査画像の

評価などのサービスを有料で受けられます。特に、健診で異常所見があった受診者や要精密検査（要精

検）となった受診者にとっては、次の行動を検討する一助となります。 

 

当社グループはまず、乳がんの特定領域がん診療連携拠点病院である相良病院（鹿児島市）などを傘

下に持つ、さがらウイメンズヘルスケアグループと提携し、健診・検診事業にかかるデータ集積と分析

双方について推進してまいります。 
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※本件に関する詳しい情報は、同日に発表しております各種資料に記載しておりますので、併せてご高   

 覧ください。 

 

３．設立する子会社の概要 

（１） 名 称 MDV チェックアップ株式会社 

（２） 所 在 地 東京都千代田区神田美土代町 7 番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 浅野 孝仁 

（４） 事 業 内 容 

ICT を活用した、健診・検診センター向けの情報システム開発・提供・

運営事業、および、各種疾病に関する健診・検診に関する情報分析・

提供事業 等 

（５） 資 本 金 10 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成 30 年 10 月（予定） 

（７） 大株主及び持株比率 メディカル・データ・ビジョン株式会社 100％ 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 当社が 100％出資する子会社であります。 

人 的 関 係 
当社の取締役及び監査役３名、従業員１名を、当該子

会社の取締役及び監査役とする予定であります。 

取 引 関 係 当該子会社との業務委託契約を予定しております。 

 

 

４．当該事業の開始のために特別に支出する金額及び内容 

３に記載のとおり、MDV チェックアップ株式会社の設立にかかる資本金として 10 百万円を予定して

おります。それ以外は、現時点において特筆すべき支出はありません。 

 

 

５．今後の見通し 

本件が当社の当期業績に与える影響は軽微であると考えておりますが、今後の業績に影響を与えるこ

とが判明した場合、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 

 


